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2 0 1 4年 7月 1 8日

一般社団法人百本プライマリ・ケア連合学会
理 事 長 殿

以下に記載した内容で，貴学会の試行事業における病院総合匿養成プログラムとして認定を更新

していただけますよう申請いたします．

プログラム責任者署名（自署） ι町市消
1 .プログラム名称

「病院総合医養成プログラム～みちのく～j

2.プログラム責任者

プログラム責任者氏名 星野 智祥 学会会員番号 I 

所属医役職 総合診療科科長

所在地・連絡先 住所 干干985-8506 宮城県塩釜市錦町16-5
電話 022-365-5175 FAX 022-365司6555
E幽mail mcpg@zmkk.org 

連絡担当者氏名 ＊ ・役職 佐藤 亜紀（医師研修担当） ＊プログラム責任者と別に連絡
担当者がいる場合のみ言識

連絡先 電話 022-361-7033 FAX 022-365-6555 
E-mail mcpg@zmkk.org

3.最近1年間のプログラムの概要
救急から入院の急性期、一般外来や在宅往診では継続的な医療を2年開通して経験します。
総合診療科に所属し［救急当番1/w ・一般外来2/w ・ 在宅1/w］などのスケジュ ーノレで研修を行います。 「病院総合医養成プログラ
ム～みちのく～Jは救急医療の最前線から在宅往診など生活の場函まで、患者に寄り添いながら広く深くっきつめていきます。
大地域の中規模病院で急性期から介護まで
E Rから入院、さらには退院後の在宅往診までじっくりと継続性を意識し、小児も加えあらゆる年代を診る力を養います。
大オープンI cu

ICUは救急部が中心となりますが、様々な科が関わることで多岐にわたる疾患の治療を、多くの専門的視点を集中させ行って
います。
大研修告と支えるサポート体制
リハ ・ 緩和医療も充実し、診療を支える技術スタップはもちろんケ｝スワ ーカ ーや外部との調整を担当する地域連携室もしっか
りと研修をサポート。この中でチームでの医師としての役割を学びながら、他職穣や環境にも育てられていることを実感できま
す。さらに通所介護施設やケアマネ事業所も併設する環境で、患者の生活を強く意識した診療を実践します。
さらに中規模病院ならではの他科との連携の良さでコンサノレトもしやすく、総合診療の特｛生である多領域の問題をはらむ対象患
者の診療における様々なストレスを軽減します。
大研究
①文科省が主催する「東北大学コンダクター型総合診療医養成プログラムJが採用され6月より東北大学から臨床研究のノウハ
ウについて継続的に教育を受けています。②糖尿病患者に対する専門医と非専門医の診療内容の差異について調査し、家庭医療
専門医のポートブオリオとして提出しました。③高齢者に対する睡眠薬長期内販の有用 性と有害性に関する調査内容について、
日本プライマリ ・ ケア連合学会に投稿中です。
大横断的診療組織への参画
一般外来の業務改善計画と地域医療連携の推進計画に参加しています。








